
Time State Ｍｉnutes Concerned organization

本部班 情報班

1 タイムライン進捗管理 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 タイムラインフェーズ（ＴＬＰ）移行の検討 ―

3 タイムライン発動やフェーズ移行に伴う周知 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

4 庁内災害情報システムの運用 ―

5 報道機関からの問い合わせ対応（随時） ―

6 市民からの問い合わせ対応（随時） ―

7 市ＨＰでの情報提供（必要に応じ） ―

1 台風・気象情報、警報級の可能性等の情報収集 30 ◎

2 「とばメール（職員用）」による気象情報・タイムラインフェーズ等の共有 30 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

3 タイムライン発動・庁内情報共有 15

4 災害対策連絡会議の開催準備 90

5 防災待機の配備体制の確認 15 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

6 施設の運営に関する協議 60 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

7 県、他市町のタイムライン発動状況の確認 ー

8 県派遣チームにかかる情報共有 ー

9 保育所・幼稚園・小中学校保護者に対する注意喚起 30 ◎ ◎

10 市内施設の被害未然防止対策の徹底 60 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

11 関係施設への安全確保の周知依頼 60 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 定期・臨時行事の中止・延期に関する連絡 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 市定期連絡船・福祉バスへの情報連絡 30 ◎ ◎

14 県との情報共有 ー

15 関係機関との情報共有 ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 自主防災組織・自治会・消防団へ事前対策等依頼 60 ○ ◎ ◎ ◎

17 職員への情報周知 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 施設・通信機材及び防災資機材の点検 30 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

19 災害危険・注意箇所等の巡回・点検・警戒 60 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

20 防災資機材リストの確認 60 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 ダム･せき･水門･樋門･排水機場の事前対策検討、水位の確認（放水依頼） 120 ◎ ◎ ◎ ○

22 避難所開設準備 120 ○ ○

23 避難行動要支援者名簿の準備・確認 30 ○ ◎ ○

24 要配慮者に関する情報収集・注意喚起 30 ○ ◎ ○

警　察

◎

◎

Subject

市災害対策本部（TLフェーズ３以降の設置時）

鳥 羽 市 タ イ ム ラ イ ン　：　＃２試行（案）

いつ（何時） 何を（行動） 誰が（運用主体：Sｔａｇｅ）

行動項目を
完了させる
ための目標
所要時間
 【最大】

【分】

問い合わせ対応・情報提供

Action

目安となる
時系列

想定される状況等
（自然現象や気象情報等）

Ｔ
Ｌ
Ｐ
＆
項
目
No.

行 動 内 容
行 動 項 目（確認すべき項目：Sｔｅｐ）

※．優先順位ではない。

共通項目

タイムライン運用

◎

◎

◎

◎

◎

協定締結
企業等

◎

◎

◎

水道部 教育部 消防部 議会部
町内会
自治会
避難所

農水商工部 観光部 建設部 定期船部 健康福祉部

総務部
企画財政部 市民部 税務部 環境部

◎

◎

◎

消防団

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

○

○

○

○

防災関連施設・防災資機材の点検

避難行動支援者・要配慮者対策

◎

◎

関係機関（市からの連絡を
要する、又は望ましい機関等）

５日前
　～
２日前

〇台風の発生

○台風の接近

○台風に関する気象情報

ＴＬフェーズ１（タイムライン発動）
※台風の５日または７２時間進路予想で、鳥羽市が予報円に入る、または前線の動向などで決定
（参考とするトリガー情報）　□台風経路図　□台風に関する東海地方気象情報　□台風に関する三重県気象情報

台風接近に伴う情報の周知

タイムライン発動

■対象災害    ： 鳥羽市に影響を及ぼす可能性がある台風（進路予想の予報円内に鳥羽市の一部又は全部が入る台風） 

■想定時間軸 ： 概ね台風到達５日前～１日後（原則、市災害対策本部廃止まで） 

■凡例  ◎ ⇒ 主たるセクション、または情報を発信する立場    ○ ⇒ 関係セクション、または情報を共有する立場 

■各ＴＬフェーズにおける行動項目は、確認すべき項目という視点で記載している。必ず実施することを示すものではない。 

  また、行動項目の実施については、順番にとらわれない臨機応変な対応が求められる場合があるので、留意が必要と 

    なる。 

■台風の進路、速度によっては、ＴＬＰ(フェ 

    ーズ)２以降から発動することがある。 
■「ゼロ・アワー」の定義 

 台風上陸や台風接近に影響した大雨等が想定される時点 
 

１．１０ ．８ １５００ 



Time State Ｍｉnutes Concerned organization

本部班 情報班

警　察

Subject

市災害対策本部（TLフェーズ３以降の設置時）

鳥 羽 市 タ イ ム ラ イ ン　：　＃２試行（案）

いつ（何時） 何を（行動） 誰が（運用主体：Sｔａｇｅ）

行動項目を
完了させる
ための目標
所要時間
 【最大】

【分】

Action

目安となる
時系列

想定される状況等
（自然現象や気象情報等）

Ｔ
Ｌ
Ｐ
＆
項
目
No.

行 動 内 容
行 動 項 目（確認すべき項目：Sｔｅｐ）

※．優先順位ではない。
協定締結
企業等

水道部 教育部 消防部 議会部
町内会
自治会
避難所

農水商工部 観光部 建設部 定期船部 健康福祉部

総務部
企画財政部 市民部 税務部 環境部 消防団

関係機関（市からの連絡を
要する、又は望ましい機関等）

■対象災害    ： 鳥羽市に影響を及ぼす可能性がある台風（進路予想の予報円内に鳥羽市の一部又は全部が入る台風） 

■想定時間軸 ： 概ね台風到達５日前～１日後（原則、市災害対策本部廃止まで） 

■凡例  ◎ ⇒ 主たるセクション、または情報を発信する立場    ○ ⇒ 関係セクション、または情報を共有する立場 

■各ＴＬフェーズにおける行動項目は、確認すべき項目という視点で記載している。必ず実施することを示すものではない。 

  また、行動項目の実施については、順番にとらわれない臨機応変な対応が求められる場合があるので、留意が必要と 

    なる。 

■台風の進路、速度によっては、ＴＬＰ(フェ 

    ーズ)２以降から発動することがある。 
■「ゼロ・アワー」の定義 

 台風上陸や台風接近に影響した大雨等が想定される時点 
 

１．１０ ．８ １５００ 

1 台風・気象情報の情報収集と共有 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎

2 「とばメール（職員用）」による気象情報・タイムラインフェーズ等の共有 90 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 災害対策連絡会議の開催 90 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 防災無線による住民への注意喚起 60

5 ＨＰや「とばメール」による市民への注意喚起 60

6 災害危険地域への早期避難の呼びかけ 60 ◎ ○ ○ ○

7 ゼロアワー（事前対策の期限）設定による情報共有 60 ◎ ○ ○ ○

8 雨量、河川水位、潮位の監視 ー ◎ ◎ ◎ ◎

9 リエゾンの調整・受入確認 30

10 県との情報共有 ー

11 県から広域防災拠点の確保にかかる情報受領 ー ○

12 関係機関との情報共有 ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 電力会社と停電時の対応等の情報共有 ー

14 水道事業者、通信事業者と断水・通信途絶時のい対応等の情報共有 ー ◎

15 定期船の運航状況の確認 ー ◎

16 県からの派遣チームの調整・受入時期の確認 30

17 防災資機材の準備 180 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

18 パトロール車両・公用車の準備（燃料補給） 60 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

19 沙魚川ポンプ場の排水機能確認、妙慶川の排水ポンプ設置 120 ◎

20 防潮堤・水門・樋門・排水機場の作業員準備 120 ◎ ◎

21 災害対策本部スペースの準備 60 ○

22 （希望する）市民への土のう配布及び準備 60 ◎ ◎

23 住家の被害調査体制の準備・確立 60 ◎

24 生活ごみ・災害がれき等の収集、し尿収集処理体制の整備 60 ◎

25 業務の縮小・停止の検討 ー ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

26 職員配備体制の確保・確認 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 災害対応マニュアル等の確認 ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 市長等への報告、スケジュール調整 30

29 公用車の一時退避 60 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ （◎） （◎）

30
避難準備・高齢者等避難開始情報、避難勧告、避難指示（緊急）の発令
条件・時期の確認・検討

ー

31 避難所開設準備 120 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 災害危険地域における担当民生委員及び介護事業所への伝達 － ◎

33 避難所開設時刻の事前周知 60 ◎

34 避難所の備品等の準備（事前集積等） 120 ○ ◎ ○ ○

35 避難所の開設準備にかかる運営者の配置 90 ◎ ○

36 幼稚園・保育園・学校・保護者に対する注意喚起、休園・休校の検討 ー ◎ ◎

○

○

○

○

◎

◎

◎

◎

○

◎

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

ＴＬフェーズ２（準備段階）
※台風の４８時間進路予想で、鳥羽市が予報円に入る、または市内で災害の発生する恐れがあることなどで移行
（参考とするトリガー情報）　□大雨・洪水・強風注意報　（後に警報になると（高）予測されている場合）

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

２日前
　～
１日前

〇台風が本土上陸

〇台風の影響による降雨

〇大雨・洪水注意報等

台風・気象情報等の確認・共有

関係機関との情報共有

防災対応の事前準備

住民避難の事前準備



Time State Ｍｉnutes Concerned organization

本部班 情報班

警　察

Subject

市災害対策本部（TLフェーズ３以降の設置時）

鳥 羽 市 タ イ ム ラ イ ン　：　＃２試行（案）

いつ（何時） 何を（行動） 誰が（運用主体：Sｔａｇｅ）

行動項目を
完了させる
ための目標
所要時間
 【最大】

【分】

Action

目安となる
時系列

想定される状況等
（自然現象や気象情報等）

Ｔ
Ｌ
Ｐ
＆
項
目
No.

行 動 内 容
行 動 項 目（確認すべき項目：Sｔｅｐ）

※．優先順位ではない。
協定締結
企業等

水道部 教育部 消防部 議会部
町内会
自治会
避難所

農水商工部 観光部 建設部 定期船部 健康福祉部

総務部
企画財政部 市民部 税務部 環境部 消防団

関係機関（市からの連絡を
要する、又は望ましい機関等）

■対象災害    ： 鳥羽市に影響を及ぼす可能性がある台風（進路予想の予報円内に鳥羽市の一部又は全部が入る台風） 

■想定時間軸 ： 概ね台風到達５日前～１日後（原則、市災害対策本部廃止まで） 

■凡例  ◎ ⇒ 主たるセクション、または情報を発信する立場    ○ ⇒ 関係セクション、または情報を共有する立場 

■各ＴＬフェーズにおける行動項目は、確認すべき項目という視点で記載している。必ず実施することを示すものではない。 

  また、行動項目の実施については、順番にとらわれない臨機応変な対応が求められる場合があるので、留意が必要と 

    なる。 

■台風の進路、速度によっては、ＴＬＰ(フェ 

    ーズ)２以降から発動することがある。 
■「ゼロ・アワー」の定義 

 台風上陸や台風接近に影響した大雨等が想定される時点 
 

１．１０ ．８ １５００ 

1 市災害対策本部の設置（県への連絡） 120 ◎ ○

2 災害対策連絡会議の実施 30 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 車両の確保 30 ◎ ○

4 「とばメール（職員用）」によるタイムラインフェーズ等の共有 30 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

5 職員配備体制の確保（安否確認を含む） 30 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 通常業務の縮小・停止 60 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

7 市議会との情報共有 ー ◎ ◎

8 職員の退避時期の検討 ー ◎

9 台風・気象情報の情報収集・共有 120 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎

10 庁内災害情報システムへの情報入力 60 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

11 リエゾンの派遣・受入れ、県派遣チームの受入れ 120 ◎ ○

12 通信機能の点検 120 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

13 福祉バス・定期船及び乗客の安全確保、運航中止時期の判断 － ○ ◎ ◎

14 緊急輸送ルートの選定 60 ◎ ○ ○ ○ ○

15 ホットライン（河川水位情報）による直接の情報提供 30 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ （◎）

16 市内各地区の被害情報収集 30 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎

17 雨量、河川水位、潮位、土砂災害警戒判定メッシュ情報の監視 ー ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

18 ライフライン・交通機関に関する情報の収集 60 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

19 希望する市民への土のう配布 － ◎ ◎

20 市内各河川における水位状況の確認 － ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

21 市内の巡回・パトロール及び災害発生危険箇所の点検・対応 15 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

22 気圧配置・潮位・雨量等に応じ沙漁川・妙慶川のポンプを作動 － ◎

23 防潮堤・水門・樋門・排水機場の作業員出動、事前対策 30 ○ ◎ ◎

24 市道の通行止め措置 60 ◎ ○ ○ ◎

25 市内パトロール・情報提供等により把握した被害状況を入力・情報共有 － ◎

26 防災情報システム等への被害情報（人的・物的）等の入力 － ○ ◎ ○ ◎

27 幼稚園・保育園・学校、児童・生徒等の被害情報収集 60 ○ ◎ ◎

28 ゼロ・アワー設定・修正にともなう情報共有 15 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 避難準備・高齢者等避難開始情報の対象地域の決定 30 ◎ ○ ○ ○

30 市内施設の閉鎖措置 120 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 職員向けメールによる避難所開設及び準備（災害時地区指定員の配置） 120 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 帰宅困難者の状況把握及び対処・受入れ 60 ○ ◎

33 保育所・幼稚園の休園及び小中学校の休校措置 120 ◎

34 避難準備・高齢者等避難開始情報の発令 － ◎ ○ ◎ ○ ○

35 防災行政無線による住民への周知 30 ◎ ○ ◎ ○ ○

36 「とばメール」等による対象地域への確実な伝達 30 ◎ ○

37 自主避難者情報の把握 － ○ ◎ ○

38 庁内災害情報システム及び防災情報システムへの避難者情報の入力 30 ○ ◎ ○

39 防災資機材の確保 60 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

40 公用車の一時退避 60 ◎ ◎ 　 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

41 公文書の一時退避 ー ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

42 土のう要請への対応 60 ○ ◎ ◎

住民への情報提供・避難対策、
避難情報発令

１日前
　～
当日

〇台風が鳥羽市に接近

〇大雨・洪水警報等

○避難準備・高齢者等避難
開始

○指定河川洪水予報（氾濫
注意情報）

現場情報や被害情報の収集・共有

ＴＬフェーズ３（早期警戒）
※台風の２４時間進路予想で、鳥羽市が予報円に入る場合、または市内で重大な災害の発生するおそれがあることなどで
移行
（参考とするトリガー情報）　□大雨・洪水・暴風・高潮警報　□土砂災害警戒情報　など

関係機関との情報共有

市災害対策本部の設置

防災対応の事前準備



Time State Ｍｉnutes Concerned organization

本部班 情報班

警　察

Subject

市災害対策本部（TLフェーズ３以降の設置時）

鳥 羽 市 タ イ ム ラ イ ン　：　＃２試行（案）

いつ（何時） 何を（行動） 誰が（運用主体：Sｔａｇｅ）

行動項目を
完了させる
ための目標
所要時間
 【最大】

【分】

Action

目安となる
時系列

想定される状況等
（自然現象や気象情報等）

Ｔ
Ｌ
Ｐ
＆
項
目
No.

行 動 内 容
行 動 項 目（確認すべき項目：Sｔｅｐ）

※．優先順位ではない。
協定締結
企業等

水道部 教育部 消防部 議会部
町内会
自治会
避難所

農水商工部 観光部 建設部 定期船部 健康福祉部

総務部
企画財政部 市民部 税務部 環境部 消防団

関係機関（市からの連絡を
要する、又は望ましい機関等）

■対象災害    ： 鳥羽市に影響を及ぼす可能性がある台風（進路予想の予報円内に鳥羽市の一部又は全部が入る台風） 

■想定時間軸 ： 概ね台風到達５日前～１日後（原則、市災害対策本部廃止まで） 

■凡例  ◎ ⇒ 主たるセクション、または情報を発信する立場    ○ ⇒ 関係セクション、または情報を共有する立場 

■各ＴＬフェーズにおける行動項目は、確認すべき項目という視点で記載している。必ず実施することを示すものではない。 

  また、行動項目の実施については、順番にとらわれない臨機応変な対応が求められる場合があるので、留意が必要と 

    なる。 

■台風の進路、速度によっては、ＴＬＰ(フェ 

    ーズ)２以降から発動することがある。 
■「ゼロ・アワー」の定義 

 台風上陸や台風接近に影響した大雨等が想定される時点 
 

１．１０ ．８ １５００ 

1 災害対策連絡会議の実施 120 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 職員配備体制の確保 30 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 関係部局内での情報共有 ー ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 職員の退避指示 ー ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

5 リエゾン・県派遣チームとの情報共有 120 ◎ ○ ○

6 災害ボランティアセンター設置に向けた調整 120 ◎

7 防災情報システムによる情報共有 ー ◎

8 県派遣チームの増員にかかる情報受領と情報共有 ー ◎

9 ホットライン（河川水位情報）による直接の情報提供 120 ◎ ○ ◎ ◎

10 気象台からの鳥羽市に向けての能動的ホットライン 30 ◎ ◎ ◎

11 市内各地区の被害情報収集、記録、提供 30 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

12 雨量、河川水位、潮位、土砂災害警戒判定メッシュ情報の監視 30 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

13 市内の巡回パトロール及び災害発生危険箇所の点検・対応 60 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

14 市内パトロール・情報提供により把握した被害情報等の入力・情報共有 ― ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

15 道路、ライフライン、公共交通機関等の状況確認 ― ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

16 庁内災害情報システム等への被害情報(人的・物的)、避難者情報等の入力 30 ○ ◎ ○ ○

17 休校･休園措置情報､幼稚園･保育園･学校､児童･生徒等の被害情報の把握 ― ◎ ◎

18 ゼロ・アワー（現場作業員の撤収時刻）の設定及び周知 15 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 道路冠水による通行規制作業 30 ○ ◎ ○ ◎

20 土のう等による浸水防止対策 120 ○ ◎ ○ ○

21 市内道路の通行止め措置 15 ◎ ◎ ◎ ◎

22 ポンプ等による排水作業 ― ◎ ◎ ◎

23 防潮堤・水門・樋門・排水機場・陸閘の操作実施 30 ○ ◎ ○

24 通信機能の確保 通信状況の確認及び通信回線の確保 ― ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

25 避難勧告・避難指示（緊急）にかかる水位の確認 120 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

26 避難判断水位を超過した地区への避難勧告の発令 20 ◎ ○ ○ ◎

27 氾濫危険水位を超過した地区への避難指示（緊急）の発令 20 ◎ ○ ○ ◎

28 土砂災害警戒情報発表に伴う避難勧告の発令 20 ◎ ○ ○ ○ ○

29 その他被害拡大の恐れがある地区への避難勧告の発令 30 ◎ ○ ○ ○ ○

30 「とばメール」、HPによる市民への情報提供 60 ◎ ○

31 避難所開設情報の（防災行政無線、その他による）住民・関係機関への周知 30 ◎ ○ ◎

32 県への避難所運営支援要請 30 ◎ ○

〇台風が市近傍を通過

〇土砂災害警戒情報

○避難勧告・避難指示（緊
急）

○指定河川洪水予報（氾濫
警戒情報・氾濫危険情報）

当日

関係機関との情報共有

被害情報の収集

被害発生時の応急対策

住民への情報提供・避難情報発令

ＴＬフェーズ４（行動）
※台風が鳥羽市へ接近もしくは通過し、重大な災害の発生するおそれがさらに高まることなどで移行
（参考とするトリガー情報）　□土砂災害警戒情報　□避難勧告・避難指示（緊急）　□特別警報（大雨・暴風・高潮）　など

災害対策本部会議の実施



Time State Ｍｉnutes Concerned organization

本部班 情報班

警　察

Subject

市災害対策本部（TLフェーズ３以降の設置時）

鳥 羽 市 タ イ ム ラ イ ン　：　＃２試行（案）

いつ（何時） 何を（行動） 誰が（運用主体：Sｔａｇｅ）

行動項目を
完了させる
ための目標
所要時間
 【最大】

【分】

Action

目安となる
時系列

想定される状況等
（自然現象や気象情報等）

Ｔ
Ｌ
Ｐ
＆
項
目
No.

行 動 内 容
行 動 項 目（確認すべき項目：Sｔｅｐ）

※．優先順位ではない。
協定締結
企業等

水道部 教育部 消防部 議会部
町内会
自治会
避難所

農水商工部 観光部 建設部 定期船部 健康福祉部

総務部
企画財政部 市民部 税務部 環境部 消防団

関係機関（市からの連絡を
要する、又は望ましい機関等）

■対象災害    ： 鳥羽市に影響を及ぼす可能性がある台風（進路予想の予報円内に鳥羽市の一部又は全部が入る台風） 

■想定時間軸 ： 概ね台風到達５日前～１日後（原則、市災害対策本部廃止まで） 

■凡例  ◎ ⇒ 主たるセクション、または情報を発信する立場    ○ ⇒ 関係セクション、または情報を共有する立場 

■各ＴＬフェーズにおける行動項目は、確認すべき項目という視点で記載している。必ず実施することを示すものではない。 

  また、行動項目の実施については、順番にとらわれない臨機応変な対応が求められる場合があるので、留意が必要と 

    なる。 

■台風の進路、速度によっては、ＴＬＰ(フェ 

    ーズ)２以降から発動することがある。 
■「ゼロ・アワー」の定義 

 台風上陸や台風接近に影響した大雨等が想定される時点 
 

１．１０ ．８ １５００ 

1 災害対策連絡会議の実施 90 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 職員配備体制の確保(長期化を想定した体制確保） 30 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 非常体制移行の検討 ー ◎

4 市内各部署間で情報共有 60 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

5 市内各地区の被害情報収集、記録、提供 120 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ 〇

6 庁舎・管理施設等の被害情報収集 60 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

7 県・市が相互に管理する道路・河川などにおける被害情報の報告・共有 30 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

8 県との情報共有（定時・臨時報､リエゾン情報､各種連絡手段等）､支援要請 ー ◎ ◎

9 関係機関との情報共有 ー ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 堤防破堤・外水氾濫の確認 120 ○ ◎ ◎ ◎ ○

11 市防災情報システム等の入力・情報共有 120 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 浸水エリアの把握準備 30 ◎ ◎ ◎

庁舎等の被害状況の確認 60 ○ ◎

13 道路、ライフライン、公共交通機関等の状況確認 60 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

14 幼稚園・保育園・学校、児童・生徒等の被害情報収集 ー ◎ ◎ ○

15 ゼロ・アワー（現場作業員の撤収時刻）までの退避の徹底 30 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

16 孤立地域の発生状況の情報収集 ー ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

17 孤立地域への物資搬送調整 60 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎

18 孤立地域内での傷病者の情報取集 ー ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

19 避難勧告等発令 15 ◎

20 避難所状況の確認､住民･関係機関への情報提供(防災情報システム他) 30 ◎ ○ ◎ ◎ ◎

21 住民への呼びかけ（外出を控える、垂直避難等） 30 ◎ ◎ ○ ◎ ◎

22
住民への情報提供、注意喚起（防災行政無線、SNS、HP、Lアラート、緊急
速報メール、ラジオ、マスコミ等）

30 ◎

23 避難者の市営住宅等入居可能空室の確認と情報提供 60 ◎

24 災害現地の無線機材の配置 ー ◎ ◎ ◎

25 非常通信ルートの確保 ー ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

26 県、他市町への救援物資要請、受入調整 60 ◎ ○

27 県物資拠点の開設状況等の確認 ー ◎ ○

28 市町物資拠点の開設、運営 180 ◎ ◎

29 県へ隣接市町への避難所受入調整依頼 30 ◎ ○ ○

30 福祉避難所の受け入れ態勢の確認 60 ○ ◎

31 県への自衛隊災害派遣要請の要請 30 ◎ ○

32 県への海上保安庁の応急措置実施要領の要請 30 ◎ ○

33 県・国への職員の派遣要請 － ◎ ○

34 各協定等に基づく応援要請 30 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

35 緊急消防援助隊派遣の要請 30 ◎ ○ ◎

36 救助・救急活動にかかるヘリコプターの応援要請 60 ◎ ○ ◎

37 県へのその他支援・応援要請、調整 30 ◎ ○

38 応援に関する受入調整 ー ◎ ◎

39 医療対策 三重ＤＭＡＴの派遣情報の確認 ー ○ ◎

40 住民の安否確認 360 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

41 行方不明者の捜索 360 ○ ◎ ○ ◎ ◎

42 ヘリコプターの活動調整・拠点確保 90 ◎ ○ ○

43 医薬品の確保・医療活動の準備 － ◎

44 防疫活動の準備 － ◎

45 保健活動の準備 － ◎

46 警察・自衛隊・海上保安庁・緊急消防援助隊の活動調整、拠点確保 ― ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○

47 災害救助法の適用判断の確認 ― 　 ○ ◎

48 被災者生活再建支援法の適用判断の確認 ― 　 ○ ◎

49 被災者支援、生活再建業務の準備 120 　 ◎ ◎ ◎

50 被害調査の準備 ー ◎ ◎ ◎

51 罹災証明書の発行作業準備 ー 　 ◎

52 ボランティアセンターの設置準備 ー ◎

53 住宅相談窓口の設置準備 60 　 ○ ◎

54 被災住宅危険度判定業務の準備 ー 　 ◎

55 廃棄物対策の調整 ー ○ ◎

災害対策本部会議の実施

被災状況の確認、提供

救助・救急活動及び被災対応

ＴＬフェーズ５（緊急対応）
※台風が鳥羽市へ接近もしくは通過し、重大な災害の発生するおそれが著しく大きくなる。
または土砂災害や河川の氾濫が市全体で発生していることなどで移行
（参考とするトリガー情報）　□特別警報（大雨・暴風・高潮）　など

住民への情報提供・避難情報発令

通信途絶の対応

救援物資の要請・受入・調整

災害応援要請

被災者支援・復旧対応の準備

要配慮者への応急対策

○特別警報

○氾濫発生

○土砂災害発生

当日

孤立地域支援対策



Time State Ｍｉnutes Concerned organization

本部班 情報班

警　察

Subject

市災害対策本部（TLフェーズ３以降の設置時）

鳥 羽 市 タ イ ム ラ イ ン　：　＃２試行（案）

いつ（何時） 何を（行動） 誰が（運用主体：Sｔａｇｅ）

行動項目を
完了させる
ための目標
所要時間
 【最大】

【分】

Action

目安となる
時系列

想定される状況等
（自然現象や気象情報等）

Ｔ
Ｌ
Ｐ
＆
項
目
No.

行 動 内 容
行 動 項 目（確認すべき項目：Sｔｅｐ）

※．優先順位ではない。
協定締結
企業等

水道部 教育部 消防部 議会部
町内会
自治会
避難所

農水商工部 観光部 建設部 定期船部 健康福祉部

総務部
企画財政部 市民部 税務部 環境部 消防団

関係機関（市からの連絡を
要する、又は望ましい機関等）

■対象災害    ： 鳥羽市に影響を及ぼす可能性がある台風（進路予想の予報円内に鳥羽市の一部又は全部が入る台風） 

■想定時間軸 ： 概ね台風到達５日前～１日後（原則、市災害対策本部廃止まで） 

■凡例  ◎ ⇒ 主たるセクション、または情報を発信する立場    ○ ⇒ 関係セクション、または情報を共有する立場 

■各ＴＬフェーズにおける行動項目は、確認すべき項目という視点で記載している。必ず実施することを示すものではない。 

  また、行動項目の実施については、順番にとらわれない臨機応変な対応が求められる場合があるので、留意が必要と 

    なる。 

■台風の進路、速度によっては、ＴＬＰ(フェ 

    ーズ)２以降から発動することがある。 
■「ゼロ・アワー」の定義 

 台風上陸や台風接近に影響した大雨等が想定される時点 
 

１．１０ ．８ １５００ 

1 避難勧告・避難指示（緊急）の解除 60 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○

2 防災資機材の撤去 60 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○

3 派遣リエゾンの撤収 30 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

4 自衛隊、海上保安庁の撤収要請 60 ◎

5 緊急消防援助隊の引き上げ決定 ー ◎

6 開設避難所の閉鎖作業 15 ◎ ○ ○

7 被害情報の収集 ー ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8 ボランティアセンターの設置 120 ◎

9 災害対策本部の廃止 60 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

当日～
１日後

〇警報解除

○避難勧告等解除
災害対策本部の廃止

ＴＬフェーズ０（解除）
※台風が鳥羽市から遠ざかる、または衰退し、重大な災害の発生するおそれがなくなることなどで決定
（参考とするトリガー情報）　□警報解除　など


